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カッターボックス内のAのラインがスリッター
の刃の位置を示しています。Aのラインをス
ケールプレートの所要寸法位置にあわせ、A
のラインが左右のスケールプレートで同じ値
にあることを確認して刃幅調整ツマミを締め
てください。（第17図参照）

所）を反時計回りに２回転ほど緩めるとカッ

ターボックスを左右にスライドすることがで

きます。

壁紙の種類によっては、オサエローラーやドライブロー 
ラーの溝が壁紙の表装面を押さえる為に異音が発生する
事がありますが、異常ではありません。

カッターユニットは、壁紙裁断時に出る切りくずやほこりが
排出しやすい構造になっていますが、万一カッターボック
ス内に切りくず等が蓄積した場合、切れ味が悪くなります。
その場合、竹串等で内部部品を傷めないよう慎重に取り
除いてください。その際、必ずコントローラーの電源を
切ってください。また、カッターボックスは分解しないでく
ださい。

裁断幅の調整は必ずコントローラーの電源
を切った状態で行ってください。誤って動き
出すとけがをする恐れがあります。

ツメF

第17図
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壁紙によっては、重いものや材料強度の弱いものがあり、テ
ンションバーをかけると壁紙が上らなかったり、壁紙やテン
ションバー等を傷めたりする場合があります。このような壁
紙を使用される場合、予め試験使用し、状態によってはテン
ションバーの使用を避けてください。

5
本製品は刃物に触れることがないよう安全には
配慮しておりますが、刃物で手を切ったりしない
よう取扱いには十分注意してください。

運転中、ローラー、ギヤ等に手や衣類を巻き込
まないよう十分注意してください。

上部フレームを閉めるときは、手をはさまない
よう十分注意してください。また上部フレームを
勢いよく閉じると部品の破損原因になりますの
で、ゆっくり閉じてください。

第18図（スリッターテンションバーを開いた状態） 第19図（スリッターテンションバーを閉じた状態）

NEW テンションバーを脚部にセットしま
す（P11第2図参照）。
スリッターテンションバーを奥側に倒して
おきます（第18図参照）。

クロスを引き上げ、NEW テンションバー
に通します。さらに、スリッターテンショ
ンバーとローラーとの間に通し、カッター
ボックスにくぐらせ、本体部までもって
いき、運転を停止させます。カッターボッ
クスにクロスを通すときは、原反を足で
押さえ、クロスが張った状態で通してく
ださい（P20第 20図参照）。

原反を足で押さえながらクロスを手で引
き、クロスが張った状態で上部フレーム
を閉じます。パチン錠を２カ所を締めて
確実にロックさせます。

スリッターテンションバーを手前側に倒
します（第19図参照）。

一般的にNEWテンションバーを使用すると壁紙の蛇行がなく
なり、スリッターでまっすぐ裁断できます。しかし、壁紙の種類
によっては、重い材料や材料強度の弱いものがあり、NEWテ
ンションバーをかけることにより壁紙が上らなかったり、あるい
は壁紙やNEWテンションバー等を傷める場合があります。こ
のような場合、予め試験使用し、状態によってはNEWテンショ
ンバーの使用を避けてください。

クロスをセットした後、左右にたるみが無いか確認してく
ださい。たるみがある場合、原反を若干巻き戻し、たるみ
を解消してください。 
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クロス原反の位置、カッターボックスの刃の位置を左右同じ
にセットし、クロスは原反を押さえて張った状態を保ちなが
ら機械にセットしてください。上部フレームを閉じる時も同
様に原反を足で押さえクロスを手で引き、張った状態で閉じ
て機械にセットしてください。

第20図（壁紙をセットした状態）

参考1図 参考2図

“LEXTAR COCO”には、カウント検知基板（P37参照）を
上部フレームの衝撃から保護するための緩衝機構が搭載さ
れています。（参考1図および参考2図参照）
これらの部品が摩耗するなどし、交換を希望される場合は、
当社営業所までお問い合わせください。

壁紙の種類や状態によっては、耳裁ちの必要が無い場
合があります。耳裁ちしない場合はスリッターを取り外
してください。

片付けの際に便利です。

カッターにて裁断する際は、必ずカッター定規に沿わせ
てください。

22 28

ロータリーダンパー
（400-956）

上フタトーションバネ EC5
（400-896）

ウェイトローラーの操作は、ローラーの両端を持って行って
ください。

ウェイトローラーを奥に倒してセット完了です。
（第２3図参照）（上蓋を開けるとウェイトローラー
は手前に移動します）

壁紙の種類によっては、NEWテンションバー3を既定の位置にセットしても、糊付け中に壁紙のだぶつきなどが
発生する場合があります。そのような場合、NEWテンションバー3を壁紙セット方法図1のように脚部の収納ブ
ラケットにセットし壁紙を通す方法（破線の経路）に切り替えることで、改善する場合があります。
※原反とカッターボックスを左右均等に配置すること、セット時に原反を足で押さえ、壁紙を十分に張らせるこ
とにもご注意ください。

なお、このセット方法を使用する際は、作業中のNEWテンショ
ンバー3の脱落を防ぐため、必ず取付後にNEWテンション
バー3を90度回転させ、切り欠き穴が見えないようにしてく
ださい（壁紙セット方法 図2）

第22図（手前に移動した状態）

壁紙セット方法　図1 壁紙セット方法　図２

第23図（奥に倒した状態）第21図

（第21図参照）

（第22図参照）

【壁紙のセット方法について】

90度回転90度回転
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ウェイトローラーの操作は、ローラーの両端を持って行って
ください。

ウェイトローラーを奥に倒してセット完了です。
（第２3図参照）（上蓋を開けるとウェイトローラー
は手前に移動します）

壁紙の種類によっては、NEWテンションバー3を既定の位置にセットしても、糊付け中に壁紙のだぶつきなどが
発生する場合があります。そのような場合、NEWテンションバー3を壁紙セット方法図1のように脚部の収納ブ
ラケットにセットし壁紙を通す方法（破線の経路）に切り替えることで、改善する場合があります。
※原反とカッターボックスを左右均等に配置すること、セット時に原反を足で押さえ、壁紙を十分に張らせるこ
とにもご注意ください。

なお、このセット方法を使用する際は、作業中のNEWテンショ
ンバー3の脱落を防ぐため、必ず取付後にNEWテンション
バー3を90度回転させ、切り欠き穴が見えないようにしてく
ださい（壁紙セット方法 図2）

第22図（手前に移動した状態）

壁紙セット方法　図1 壁紙セット方法　図２

第23図（奥に倒した状態）第21図

（第21図参照）

（第22図参照）

【壁紙のセット方法について】

90度回転90度回転
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コントローラの操作方法 ６
操作スイッチ
割込スイッチ

ＳＴＯＰ

非常停止のときに使用します。

スリッター電源

ON・OFFスイッチ

壁紙をセットする場合や、カウントに関係しない運
転をしたい場合に使用します。
一度押すとON、もう一度押すとOFFになります。

コントローラは危険防止のため、本機から外すと動作しなくなります。本機
にセットして動作確認を行ってください。

コントローラパネルのキースイッチ部分をカッター等の尖ったものや、ツメ
の先で押さないでください。故障の原因となります。

コントローラの表面についた糊などの汚れを落とすときは、固く絞った雑巾
などで拭き取ってください。
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糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

操作パネル

スタート
①糊付設定及び枚数設定後、運転する
ときに使用します。
②プログラムモードで、このキーを約
3秒間押し続けると、プログラムの追
加が行えます。

　寸動
①寸動で動かしたい
ときに使用します。
押している間だけ
本体が運転します。

０～９
①数字キー。設定値
入力に使用します。
②カウントストップ機
能のON/OFF切
替時に使用します。

画面切替
液晶画面に項目が表示され、キーを押す
と画面が切替わります。

液晶画面
画面右側と下側にキーの項目が表示され
ます。
キーの項目は画面の切替により変化しま
す。

枚数
枚数設定時に使用
します。

糊付設定
糊付け長さの設定
を行うときに使用
します。

　決定
①入力した糊付設
定・枚数設定等
決定するときに
使用します。

リセット
①糊付量の値を0にするときに使用
します。
②入力した数値を0にするときに使
用します。
③プログラムモードで、このキーを
約3秒間押し続けると、選択したプ
ログラムの削除が行えます。

時計は出荷の段階で時間を合わせています。時間にずれが生じた場合は、初期設定画面の時間設
定にて現在の時刻を入力してください。（P32参照）

コントローラーの初期化方法
STOPスイッチおよび画面右側の切り替えキーの一番下のボタンを同時に押しながら
電源を入れ、表示される画面の指示に従ってください。液晶画面や本体の動作に異常
があった場合は、一旦この方法で本体を初期化し、異常が修復できない場合はメー
カーにご連絡ください。
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糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

操作方法

本機は、次の２つのモードに従って操作する事ができます。

通常モード

通常モード

プログラムモード
…各種設定をその都度入力していく通常の糊付け作業方法

…予め設定しておいたプログラムデータに基づいて順に糊付けしていく作業方法

時計・カレンダー表示

詳細（日報）表示

（P28を参照してください）

（P27を参照してください）

（P31を参照してください）

累計

残量値入力画面

プログラムモード

《コントローラ表示画面》

操作方法

これらのモードは、画面右下の“プログラム”キーを入力することで順次切り替えることができます。 
※通常モードに移行する際は“糊付”に表示が変わります。

予め設定しておいたプログ
ラムデータに基づいて順に
糊付けしていく方法
（P25,P26を参照してくだ
さい）

糊付設定を変更するときはリセットを押して糊付量表示を０cmにしてから
行ってください。
糊付量の値をリセットしないまま、糊付設定に新しい値を入力してスタート
すると、新しい設定値が糊付量の値よりも大きい場合、その糊付量の値から
加算されます。

本機は糊付スピード、寸動スピードおよび割込運転スピードをそれぞれ任意に設定することができます。
糊付スピードはスタートを押しての運転中、あるいは運転していない時に設定します。
寸動スピードは寸動を押し続けて運転中に設定します。
割込運転スピードは割込スイッチで運転中に設定します。
各設定は画面下のスピードで設定してください。
画面下部に現在のスピードの目安が表示されます。（　X　ｍ/分）
表示は4ｍ/分～20ｍ/分の範囲で調整できます。

糊付量のトータルを
通常糊付画面に表示
できます。
トータルはA・Bの2
種類があります。

①糊付設定を押します。背景が白くなり
入力待ち状態になります。

②糊付けしたい数字を入力し決定を押
してください。押し間違えたときはリ
セットを押してください。
（右図は235cmが入力してあります）

③枚数を押してください。”カウント”の
表示が”枚数”になり背景が白くなりま
す。

④糊付けしたい枚数を入力し決定を押
します。（右図は10枚が入力してあり
ます）

⑤スタートを押すと糊付けを開始しま
す。糊付けが進むにつれ、糊付量がカ
ウントされ、2３５cmになった時点で、
糊付けが停止します。

⑥停止すると、枚数表示が９枚となりま
す。

⑦この後⑤と⑥の作業を繰り返します。
枚数が１枚づつ減っていき、０になっ
た時点でスタートを押しても機械は動
かなくなります。

●枚数に関係なく糊付する場合は枚数
を押して、リセットもしくは０を入力し、
決定を押してください。”カウント”と
表示されます。
 この後、スタートで糊付けし、設定値に
達するとカウントが加算されます。

プログラム2  No.002/004

スピード 20m/分

枚10
枚235
枚0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

プログラムモード

〔プログラムの設定値入力〕

〔登録したプログラムの実行〕

〔プログラムの設定確認・修正〕

〔プログラムを間に挿入するには〕

初期状態では、画面上部にNo.001/001と表示されてい
ます。糊付設定を押し、設定値を入力し、決定を押しま
す。

枚数を押し、設定枚数を入力し、決定を押します。
プログラムNo.1が完成です。

新たにプログラムNo.2を設定するには、決定を押しながら 
画面下部のスピードＵＰを押します。

必要な情報を入力し、プログラムNo.2を作成します。

同様にして、プログラムNo.3・４・・・と設定します。

実行したいプログラムNoを呼び出し、 スタート・リセットで糊付けしていきます。 選択したプログラム内容
が全て実行されると、 スタートを押しても糊付けは行いません。

決定を押しながらスピードＵＰあるいはＤＯＷＮを押すこ
とによって、任意のプログラム番号を呼び出せます。

画面右側の詳細を押すとプログラムの一覧を見ることができます。画面右下の　　　で任意のプログ
ラムが呼び出せます。
設定値の確認や修正をしてください。（P27参照）

追加したい箇所のプログラムＮｏを選択し、スタートを約３秒間押し続けます。
プログラムの挿入画面が表示されます。

決定を押すと画面がプログラム入力待ち状態になりますので、１・２に習って設定値を入力してくだ
さい。
プログラムの追加を中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

プログラムを追加した場合、追加したプログラムＮｏ以降はずれて記憶致します。

プログラムモードを使用するには、通常モード時に画面右下の“プログラム”キーを押
してください。プログラムは3画面分用意されており、各画面につき100件まで設定で
きます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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プログラム2  No.002/004

スピード 20m/分

枚10
枚235
枚0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

プログラムモード

〔プログラムの設定値入力〕

〔登録したプログラムの実行〕

〔プログラムの設定確認・修正〕

〔プログラムを間に挿入するには〕

初期状態では、画面上部にNo.001/001と表示されてい
ます。糊付設定を押し、設定値を入力し、決定を押しま
す。

枚数を押し、設定枚数を入力し、決定を押します。
プログラムNo.1が完成です。

新たにプログラムNo.2を設定するには、決定を押しながら 
画面下部のスピードＵＰを押します。

必要な情報を入力し、プログラムNo.2を作成します。

同様にして、プログラムNo.3・４・・・と設定します。

実行したいプログラムNoを呼び出し、 スタート・リセットで糊付けしていきます。 選択したプログラム内容
が全て実行されると、 スタートを押しても糊付けは行いません。

決定を押しながらスピードＵＰあるいはＤＯＷＮを押すこ
とによって、任意のプログラム番号を呼び出せます。

画面右側の詳細を押すとプログラムの一覧を見ることができます。画面右下の　　　で任意のプログ
ラムが呼び出せます。
設定値の確認や修正をしてください。（P27参照）

追加したい箇所のプログラムＮｏを選択し、スタートを約３秒間押し続けます。
プログラムの挿入画面が表示されます。

決定を押すと画面がプログラム入力待ち状態になりますので、１・２に習って設定値を入力してくだ
さい。
プログラムの追加を中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

プログラムを追加した場合、追加したプログラムＮｏ以降はずれて記憶致します。

プログラムモードを使用するには、通常モード時に画面右下の“プログラム”キーを押
してください。プログラムは3画面分用意されており、各画面につき100件まで設定で
きます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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プログラム2  No.002/004

スピード 20m/分

枚10
枚235
枚0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

〔プログラムを削除するには〕

〔登録済みのプログラムを全てクリアするには〕

時計・カレンダー表示

詳細表示

（P28を参照してください）

（P27を参照してください）

（P31を参照してください）

累計

残量値入力画面

プログラムNo

スピード調整

削除したいプログラムＮｏを選択し、リセットを約３秒押し続けます。
プログラムの削除画面が表示されます。

決定を押すと指定したプログラムＮｏが削除され、次に設定していた
プログラムがそのＮｏに入ります。
削除を中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

画面右下の初期化ボタンを押します。プログラムのオールクリア画面が表示されます。

決定を押すとプログラムがオールクリアされます。
オールクリアを中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

4m/分～20m/分までUP・DOWNの操作で任意に調整できます。
割込スピードを変更したい場合は割込動作中に行ってください。
寸動スピードを変更したい場合は寸動動作中に行ってください。

糊付量のトータルを
表示できます。
トータルはA・Bの
2種類あります。

現在糊付している
プログラムを表示

同じ間取りの部屋の施工が続く場合などにプログラムモードを利用すれば、糊付け作業中に枚数など
を確認して入力しなおす手間を省くことができます。

⑩

⑪

⑫

⑬
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ＵＰＵＰＵＰ

23:59

10:40

スピード 20m/分

枚10

cm235

cm0
補正値：ー2.0%

トータルA: 2653cm

糊付モード
  150×    3
  230×    2
    60×    1
 245×    4
  178×    1

  360×    2
  127×    2
  185×    1
    45×    3
  230×    2
  150×    3
    80×   1
  200×    1

拡
大

ＵＰＵＰＵＰ

12:36

スピード 20m/分

枚10

cm235

cm0
補正値：ー2.0%

トータルA: 2653cm

  150×    3
  230×    2
    60×    1
  245×    4
  178×    1
  248×    3
  127×    2
  185×    1
  235×  10
    45×    3
  230×    2
  150×    3
    80×   1
  200×    1

プログラム1  No.019/056

詳細画面

〔通常糊付詳細画面〕

〔プログラム詳細画面〕

詳細表示欄 時計・カレンダー表示
（P28を参照してください）

（P31を参照してください）
残量入力画面

スクロール

スピード調整

糊付け時刻表示

重量センサー
糊オケが軽くなると点滅し、重くなると消えます。

プログラムNo
プログラムの詳細

スクロール

“詳細”キーを押すと画面左側に表示されます。これまでに実行した糊付けの内容と、実行した
時刻を一覧で表示します。 （３日分保存します。古いデータから削除します）

150×3は150cmを３枚糊付けした
ことを表します。

245×4は245cmを４枚糊付けしたこと
を表し、10時40分に４枚目を糊付けして
います。

入力したプログラムの一覧を確認す
る事ができます。
白抜き文字は糊付け完了済み、黒文
字は未完了です。（中段から上が糊
付完了、下が未完了です）
また、パネル右下のスクロールで項
目を選択でき、 プログラムの追加や
削除も行えます。 （P25参照）

現在のプログラムが何番目か
表示します。左図では56ヶの
プログラムを入力しており、
19番目をこれから糊付けし
ます。

画面右側の詳細部でプログラ
ムを選択できます。
画面の例では245×4が選択 
されています。

スクロールで糊付済の物を
選択すると、糊付けした時刻を下に表示
します。
（２４５×４は12時36分に糊付けしています）

この画面では下へスクロールしながら設定値を順に入力し、入力が終わりましたらス
クロールで最初の位置まで移動して糊付けを始めてください。

この画面のまま糊付けを行うことが可能です。また、糊付けした時刻の表示は糊付け
した壁紙のオープンタイム等にも利用できます。

詳細表示欄で選択中の項目を糊付けした時
刻を表示します。

4ｍ/分～20ｍ/分まで任意に速度調整できます。
寸動・割込も同様に速度調整できます。

日付けが変わった場合空欄にな
ります。

拡大画面（P28）に移行
します。
※プログラムモードでは
通常画面に移行します。

詳細表示欄（画面左）の糊付けした項目のリストを
選択できます。選択中の項目は白抜きで表示され
ます。



28

枚数 : 10 枚
糊付設定 ： 235 cm
糊付量 ： 0 cm

2025.08
sun

6
13
20
27

mon

7
14
21
28

tue
1
8
15
22
29

wed
2
9
16
23
30

thu
3
10
17
24
31

fri
4
11
18
25

sat
5
12
19
26

23 : 59

糊付画面に戻る

履歴画面

カレンダー表示

時刻表示
現在の時刻を表示します。

作業内容 スクロール

初期設定画面

時計画面

“時計”キーを押すか、しばらくの間糊付作業をしていない場合、この画面に切り替わり、現
在時刻やカレンダーを表示します。 ※切り替わる時間は設定できます。（P30参照）

時計は出荷の段階で時間を合わせています。時間にずれが生じた場合は、初期設定画面の時
間設定にて現在の時刻を入力してください。（P32参照）

当日は白抜きで表示されます。
先月や来月を確認したい場合
は、右側のスクロールキー（矢
印）で切り替えることができま
す。

カレンダーをスクロー
ルさせます。先月以降
を確認したい場合は上
を押します。来月以降を
確認したい場合は下を
押します。

日付毎に何ｍ糊付けし
たかを一覧で表示しま
す。
（Ｐ29参照）

プログラムモードを使用して
いた場合はプログラム画面
に戻ります。

この画面に切り替わる前に 
設定していた糊付内容を表示
します。

カレンダー表示時間・累計切替・端末検知・ポンプ連動を設定
できます。（Ｐ30参照）

通常の糊付画面にあったトータル、残
量、補正値などの表示が省かれ、枚数
や糊付設定などの数値がより大きく
表示されます。
また、画面の色調が白黒ベースに変
更され、より数値を確認しやすくなっ
ています。
画面右側の“糊付”キーを押すと、通
常の糊付画面に戻ります。

拡大画面

枚
10

cm
260

cm195
20m/分

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59
14638

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

履歴画面

期間の集計の方法

下記画面での例（9/24～9/28まで集計する）

②

糊付画面

①

日付ごとの糊付トータルを表示します。また、任意の期間の糊付トータルを集計することも可能
です。
このデータは過去３ヶ月分保存しており、古くなったデータから順に消去していきます。

①でカーソルを9/24に合わせます。
②を押してカーソルを9/28まで移動させます。
色の変わった部分の集計が画面上部の集計に表示されます。
（色の変わった部分を順次累積していきます）

糊付画面に戻ります。
（プログラムモードの場合はプログラム    
  画面に戻ります）

１・①で集計したい日付の最初の部分にカーソル（背景が黒の部分）を合わせます。
２・②の“集計始点”キーを押し、①で集計したい終わりの部分まで移動させます。
３・集計が画面上部に表示されます。
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枚数 : 10 枚
糊付設定 ： 235 cm
糊付量 ： 0 cm

2025.08
sun

6
13
20
27

mon

7
14
21
28

tue
1
8
15
22
29

wed
2
9
16
23
30

thu
3
10
17
24
31

fri
4
11
18
25

sat
5
12
19
26

23 : 59

糊付画面に戻る

履歴画面

カレンダー表示

時刻表示
現在の時刻を表示します。

作業内容 スクロール

初期設定画面

時計画面

“時計”キーを押すか、しばらくの間糊付作業をしていない場合、この画面に切り替わり、現
在時刻やカレンダーを表示します。 ※切り替わる時間は設定できます。（P30参照）

時計は出荷の段階で時間を合わせています。時間にずれが生じた場合は、初期設定画面の時
間設定にて現在の時刻を入力してください。（P32参照）

当日は白抜きで表示されます。
先月や来月を確認したい場合
は、右側のスクロールキー（矢
印）で切り替えることができま
す。

カレンダーをスクロー
ルさせます。先月以降
を確認したい場合は上
を押します。来月以降を
確認したい場合は下を
押します。

日付毎に何ｍ糊付けし
たかを一覧で表示しま
す。
（Ｐ29参照）

プログラムモードを使用して
いた場合はプログラム画面
に戻ります。

この画面に切り替わる前に 
設定していた糊付内容を表示
します。

カレンダー表示時間・累計切替・端末検知・ポンプ連動を設定
できます。（Ｐ30参照）

通常の糊付画面にあったトータル、残
量、補正値などの表示が省かれ、枚数
や糊付設定などの数値がより大きく
表示されます。
また、画面の色調が白黒ベースに変
更され、より数値を確認しやすくなっ
ています。
画面右側の“糊付”キーを押すと、通
常の糊付画面に戻ります。

拡大画面

枚
10

cm
260

cm195
20m/分

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59
14638

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

履歴画面

期間の集計の方法

下記画面での例（9/24～9/28まで集計する）

②

糊付画面

①

日付ごとの糊付トータルを表示します。また、任意の期間の糊付トータルを集計することも可能
です。
このデータは過去３ヶ月分保存しており、古くなったデータから順に消去していきます。

①でカーソルを9/24に合わせます。
②を押してカーソルを9/28まで移動させます。
色の変わった部分の集計が画面上部の集計に表示されます。
（色の変わった部分を順次累積していきます）

糊付画面に戻ります。
（プログラムモードの場合はプログラム    
  画面に戻ります）

１・①で集計したい日付の最初の部分にカーソル（背景が黒の部分）を合わせます。
２・②の“集計始点”キーを押し、①で集計したい終わりの部分まで移動させます。
３・集計が画面上部に表示されます。



30

60秒 300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

ポンプ連動

180秒

トータルBトータルA

トータルA　   1350  cm
トータルB　   2340  cm

切 下限上限

初期設定画面

糊付画面に戻ります
カレンダー表示時間

決定

補正入力画面
累計切替

重量センサー機能を利用
する場合に選択します。

（Ｐ31を参照してください）

時計設定画面
（Ｐ32を参照してください）ポンプ連動

スクロール

糊付画面で何も操作して 
いないときに、自動で時
計画面に切り替わるまで
の時間です。

糊付画面で表示するトー
タル値を2種類から選べ
ます。

上下で各設定を選択し
左右で設定内の項目を
選択します。

60秒

切 上限 下限

補正値 0.0％
300秒900秒

カレンダー表示時間

累計切替

ポンプ連動

180秒

10枚
235cm

残量値 50m

糊付モード

補正値：ー2.0%残量：5000cm
トータルA: 5273cm

ＵＰＵＰ
スピード 20m/分

【補正機能】

【残量設定】

補正機能の解除

残量設定機能の解除

クロスの種類によっては、多少設定長さに対して長く出たり、短く出たりすることがあります。
このような場合に、クロスの糊付け長さを割合で補正する機能です。

任意の長さの壁紙を糊付けし終えた際に、警報音でお知らせする機能です。糊タンク内への
糊の補給や、壁紙残量の確認を行う際の目安としてご利用いただけます。

初期設定画面の“補正”キーを押しま
す。
この時補正値は左図のように0.0％に
なっています。
画面右側の上下のキーで補正値を設
定します。補正値は-2.0%～+2.0%
の範囲で設定できます。
決定キーを押すと補正値が入力され
糊付画面下部に表示されます。

補正の設定値を0.0%にして決定を押せ
ば、補正値は解除されます。

残量設定画面を開きリセットボタンを押す
と、入力してある数字が０になります。０で
決定を押せば機能が解除されます。

残量値が0になり警報音が鳴った後は、残量設定画面で
機能を解除するか数値を再入力しないと、糊付作業をす
るたびに警報音が鳴ります。

糊付画面右側の“残量”キーを押しま 
す。左図のように残量設定画面が表
示されます。
パネルのボタン（数字）を入力します。
（左図は50入力）
決定キーを押すと、入力した値が残量
として糊付画面下部に表示されます。
糊付け作業を進めるに従い、残量の
数値が減っていきます。
残量の数値が0になったら警報音が
なります。

①

②

③

④

⑤

①

②

③
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60秒

切 上限 下限

補正値 0.0％
300秒900秒

カレンダー表示時間

累計切替

ポンプ連動

180秒

10枚
235cm

残量値 50m

糊付モード

補正値：ー2.0%残量：5000cm
トータルA: 5273cm

ＵＰＵＰ
スピード 20m/分

【補正機能】

【残量設定】

補正機能の解除

残量設定機能の解除

クロスの種類によっては、多少設定長さに対して長く出たり、短く出たりすることがあります。
このような場合に、クロスの糊付け長さを割合で補正する機能です。

任意の長さの壁紙を糊付けし終えた際に、警報音でお知らせする機能です。糊タンク内への
糊の補給や、壁紙残量の確認を行う際の目安としてご利用いただけます。

初期設定画面の“補正”キーを押しま
す。
この時補正値は左図のように0.0％に
なっています。
画面右側の上下のキーで補正値を設
定します。補正値は-2.0%～+2.0%
の範囲で設定できます。
決定キーを押すと補正値が入力され
糊付画面下部に表示されます。

補正の設定値を0.0%にして決定を押せ
ば、補正値は解除されます。

残量設定画面を開きリセットボタンを押す
と、入力してある数字が０になります。０で
決定を押せば機能が解除されます。

残量値が0になり警報音が鳴った後は、残量設定画面で
機能を解除するか数値を再入力しないと、糊付作業をす
るたびに警報音が鳴ります。

糊付画面右側の“残量”キーを押しま 
す。左図のように残量設定画面が表
示されます。
パネルのボタン（数字）を入力します。
（左図は50入力）
決定キーを押すと、入力した値が残量
として糊付画面下部に表示されます。
糊付け作業を進めるに従い、残量の
数値が減っていきます。
残量の数値が0になったら警報音が
なります。

①

②

③

④

⑤

①

②

③
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60秒

OFF ON

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

時計設定数字キー有効

180秒

トータルBトータルA

トータルA　1350  cm

23:592024年12月31日

60秒

切 上限 下限

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

ポンプ連動

180秒

トータルBトータルA

トータルA　   1350  cm
トータルB　   2340  cm

【時計設定】

【糊タンク重量センサー】

時計は出荷の段階で時間を合わせています。

初期設定画面右側の“時計”キーを押すと、日付・時刻
の設定を行えます。画面下部の矢印キーでカーソル
を合わせ、数値を入力していき、入力を終えたら決定
キーで初期設定画面に戻ります。

　重量センサー（P17の第19図参照）で糊タンク内の糊の残量を検知し、糊の補給が推奨さ
れることをお知らせする機能です。

設定方法
　　①初期設定画面を開き、上下のスクロールで“ポンプ連動”に項目を合わせます。
　　②左右のスクロールで「下限」を選択し、決定ボタンを押します。

原液タイプの糊を使用する場合は、コントローラの運転スピードを8m/
分以下に設定し糊付を行ってください。運転スピードが8m/分より大き
い状態で糊付を行った場合、重量センサーが動作する前に糊切れが発
生する可能性があります。

“下限”モードでは、Eマークが点滅すると、糊を投入するか初期設定画
面で設定を“切”にしない限り、 糊付作業のたびに警報音が鳴ります。 製
品出荷時はポンプ連動は“切”にしております。

重量センサーは粘度の違いや、糊付スピードの違いによって多少反
応する重量が異なります。糊を供給する目安としてご使用ください。
連動の際に重量センサーは使用条件によっては正常に動作しない場
合があります。その際は「残量設定」による連動を行ってください。
（P31【残量設定】参照）
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糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

【エラー表示画面】

入力電圧異常

過負荷異常

センサー読込み異常

電圧が７０Ｖ以下もしくは１３０Ｖ以上
の場合、適正な電圧では無い為、左記
エラー表示を点灯し、コントローラを
停止します。
適正な電圧で再度作業してください。

ギヤ・ローラー等に噛み込みや巻き
込み等があり、コントローラのモー
ターに過負荷がかかった場合、左記
エラー表示を点灯し、コントローラ
を停止します。
原因を取り除き再度作業してくださ
い。

糊付け運転中、上部フレームのパチ
ン錠が閉められていない場合、コン
トローラが本体に正しくセットされ
ていない場合、あるいはセンサー部
分に異常があった場合に左記エラー
表示が点灯します。
（本体側センサーケーブルに水や糊
が付着していないか等も確認してく
ださい）

60秒

OFF ON

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

時計設定数字キー有効

180秒

トータルBトータルA

トータルA　1350  cm

23:592024年12月31日

60秒

切 上限 下限

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

ポンプ連動

180秒

トータルBトータルA

トータルA　   1350  cm
トータルB　   2340  cm

【時計設定】

【糊タンク重量センサー】

時計は出荷の段階で時間を合わせています。

初期設定画面右側の“時計”キーを押すと、日付・時刻
の設定を行えます。画面下部の矢印キーでカーソル
を合わせ、数値を入力していき、入力を終えたら決定
キーで初期設定画面に戻ります。

　重量センサー（P17の第19図参照）で糊タンク内の糊の残量を検知し、糊の補給が推奨さ
れることをお知らせする機能です。

設定方法
　　①初期設定画面を開き、上下のスクロールで“ポンプ連動”に項目を合わせます。
　　②左右のスクロールで「下限」を選択し、決定ボタンを押します。

原液タイプの糊を使用する場合は、コントローラの運転スピードを8m/
分以下に設定し糊付を行ってください。運転スピードが8m/分より大き
い状態で糊付を行った場合、重量センサーが動作する前に糊切れが発
生する可能性があります。

“下限”モードでは、Eマークが点滅すると、糊を投入するか初期設定画
面で設定を“切”にしない限り、 糊付作業のたびに警報音が鳴ります。 製
品出荷時はポンプ連動は“切”にしております。

重量センサーは粘度の違いや、糊付スピードの違いによって多少反
応する重量が異なります。糊を供給する目安としてご使用ください。
連動の際に重量センサーは使用条件によっては正常に動作しない場
合があります。その際は「残量設定」による連動を行ってください。
（P31【残量設定】参照）
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7
掃除・手入れの程度は機械の性能と寿命に大きく影響します。糊付作業終了後は、以下のよ
うにして掃除及び手入れを行ってください。

35

（第24図参照）

第25図参照）

（P35第26図参照）

第24図

ツメステー
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7
掃除・手入れの程度は機械の性能と寿命に大きく影響します。糊付作業終了後は、以下のよ
うにして掃除及び手入れを行ってください。

35

（第24図参照）

第25図参照）

（P35第26図参照）

第24図

ツメステー

糊タンク

糊上げローラー

糊タンク

糊上げローラー

上フタの軸受カバーの内側にセンサー基板があります。
センサー基板の部分には水や糊をかけないようにして
下さい。万一かかった場合は、雑巾などで拭き取り乾燥
させてください。

第25図

第27図

第27図

第26図
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8
本機の調整・点検に当たりましては、付属の六角レンチ、糊厚調整工具の他に、プラスド
ライバーやボックスレンチ（10mm）等が必要ですので、事前に市販の工具を準備して
下さい。

糊量の確認時を除き、コントローラーは
取り外した状態で調整してください。

第28図

第28図

第28図
第30図

第29図

第31図

カウント検知基板には“リードスイッチ”が2か所あります。精密部品で
すので、作業中はリードスイッチに衝撃を加えないよう注意してくださ
い。（第31図参照）

カウント検知基板とは、糊付の際に、引き出した壁紙の長さの検知を担っている部品です。
正しくセットアップした状態でコントローラがセンサー読み込み異常（P33）を発する場合は、下
記の手順に従い検知基板を反転させることで、改善する場合があります。

［手順］
①本体の上部フレームを持ち上げ、コントローラ側の軸
受カバーの皿ビス3本を外します。（第30図参照）
②軸受カバーが外れ、内蔵されたカウント検知基板が確
認できるようになります。基板を固定している、ナベビス
2本を外します。その後、基板を矢印の向きに180°反転
させます。（第31図参照）
③基板の穴のうち、使用していなかった2か所に外した
ナベビスを合わせ、基板を同じ位置になるように付け直
します。
④軸受カバーを再度取り付けます。

この方法は動画でも確認できます。ページ
内のQRコードを読み取り「メンテナンス解
説動画」の「コントローラーがカウントしな
い場合の対処方法」をご確認ください。

3. カウント検知基板の反転

（第29図参照）

リードスイッチマグネットフィン
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8
本機の調整・点検に当たりましては、付属の六角レンチ、糊厚調整工具の他に、プラスド
ライバーやボックスレンチ（10mm）等が必要ですので、事前に市販の工具を準備して
下さい。

糊量の確認時を除き、コントローラーは
取り外した状態で調整してください。

第28図

第28図

第28図
第30図

第29図

第31図

カウント検知基板には“リードスイッチ”が2か所あります。精密部品で
すので、作業中はリードスイッチに衝撃を加えないよう注意してくださ
い。（第31図参照）

カウント検知基板とは、糊付の際に、引き出した壁紙の長さの検知を担っている部品です。
正しくセットアップした状態でコントローラがセンサー読み込み異常（P33）を発する場合は、下
記の手順に従い検知基板を反転させることで、改善する場合があります。

［手順］
①本体の上部フレームを持ち上げ、コントローラ側の軸
受カバーの皿ビス3本を外します。（第30図参照）
②軸受カバーが外れ、内蔵されたカウント検知基板が確
認できるようになります。基板を固定している、ナベビス
2本を外します。その後、基板を矢印の向きに180°反転
させます。（第31図参照）
③基板の穴のうち、使用していなかった2か所に外した
ナベビスを合わせ、基板を同じ位置になるように付け直
します。
④軸受カバーを再度取り付けます。

この方法は動画でも確認できます。ページ
内のQRコードを読み取り「メンテナンス解
説動画」の「コントローラーがカウントしな
い場合の対処方法」をご確認ください。

3. カウント検知基板の反転

（第29図参照）

リードスイッチマグネットフィン
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左右の軸受カバーを固定しているビス各3
個を（＋）ドライバーで緩めて軸受カバーを
外します。駆動軸ギヤが見える側は駆動軸
端部の駆動軸ギヤを固定している六角穴付
止メネジを六角レンチ（2.5㎜）で緩めて取
り外します。
（反対側は、この作業は不要です）

9

第3２図

第33図

（第32図参照）

（第33図参照）

スリッターの刃物は、３分間程度空回ししますと切れ味
がよくなる場合があります。なお、空回しを行う際は研
磨材に差油してから行い、終了時に拭き取るようにして
ください。
差油せずに行うと、異音が発生する場合があります。
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左右の軸受カバーを固定しているビス各3
個を（＋）ドライバーで緩めて軸受カバーを
外します。駆動軸ギヤが見える側は駆動軸
端部の駆動軸ギヤを固定している六角穴付
止メネジを六角レンチ（2.5㎜）で緩めて取
り外します。
（反対側は、この作業は不要です）

9

第3２図

第33図

（第32図参照）

（第33図参照）

スリッターの刃物は、３分間程度空回ししますと切れ味
がよくなる場合があります。なお、空回しを行う際は研
磨材に差油してから行い、終了時に拭き取るようにして
ください。
差油せずに行うと、異音が発生する場合があります。

（P33参照）

枚数を1枚以上に
設定している

壁紙終了の表示は出
ていない（P30参照）

入力電圧異常の表示
は出ていない
（P33参照）

過負荷異常の表示

コントローラーを
初期化（P23参
照）しても症状が
変わらない場合、

コントローラーを
初期化（P23参
照）しても症状が
変わらない場合、

は
出ていない
（P33参照）

STOPスイッチは下
がったままになってい
ない

故障かな？と思ったら

本体のセンサーケー
ブル（基板部）に糊や
水は付いていない

本体のカウント検知基
板の反転を実施した

P37の3に
従いカウント
検知基板を
反転させる

コントローラーを
初期化（P23参
照）しても症状が
変わらない場合、
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クロスや原反は機械の中央に
真っ直ぐにセットされ、偏ったり
斜めになったりしていない

クロスをまっすぐに
セットし直す、クロ
スの原反を機械の
中央にセットし直す

左右のクロス受けブラ
ケットはずれていない

オクリダシローラー、
検尺ローラーは変形、
摩耗していない

（P37参照）

ツマミ ツマミ

カットテープとナラシ
ローラーの接触面に
糊は付着していない

テープの通し方は正
しい

ナラシロー
ラーを洗浄
する

本 書 1 5 、
16Pを参考
に正しくセッ
トする

カットテープとテープ
ガイドの位置関係は
正しいか

テープもしく
はテープガ
イドの位置
を移動させ
合わせる

「ラクッショ」の側板を
正しい位置にセットし
ているか

「ラクッショ」
の側板の位
置を修正す
る（P15参
照）

テープ自体に蛇行は
ないか

テープを蛇
行のないも
のに変える

テープの巻きの向き
を反対にしても改善
しない
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クロスや原反は機械の中央に
真っ直ぐにセットされ、偏ったり
斜めになったりしていない

クロスをまっすぐに
セットし直す、クロ
スの原反を機械の
中央にセットし直す

左右のクロス受けブラ
ケットはずれていない

オクリダシローラー、
検尺ローラーは変形、
摩耗していない

（P37参照）

ツマミ ツマミ

カットテープとナラシ
ローラーの接触面に
糊は付着していない

テープの通し方は正
しい

ナラシロー
ラーを洗浄
する

本 書 1 5 、
16Pを参考
に正しくセッ
トする

カットテープとテープ
ガイドの位置関係は
正しいか

テープもしく
はテープガ
イドの位置
を移動させ
合わせる

「ラクッショ」の側板を
正しい位置にセットし
ているか

「ラクッショ」
の側板の位
置を修正す
る（P15参
照）

テープ自体に蛇行は
ないか

テープを蛇
行のないも
のに変える

テープの巻きの向き
を反対にしても改善
しない

カットテープ取り付けキット“ラクッショ”

※糊付機の本体を覆うPEカバーシート
　です。

401－237

401－237401－238

カッターボックスセット（左）・SCリサイクル
401－238

400－550404－918

316－524  PEカバーシート（3枚入）

カッターボックスセット（右）・SCリサイクル

405－806 クロス受け板

404－955 408－670
408－671

400－702

408－642
408－643

100

φ75mmキャスター（ストッパー有）
φ75mmキャスター（ストッパー無） QN

市販の
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26 kg（本体部18.8kg　脚部7.2kg）

850

3.4 kg

2.9 kg

165
1,158

121
760～970
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MEMO



（25.07）


